
 

令和４年度泉州二次医療圏病院連絡会 結果（概要） 

 

開催日時：12月 22日（木） 場所：浪切ホール（交流ホール） 

出席病院：別添一覧 

 

１ 地域医療構想の推進に関する意見 

【全体】 

○新型コロナウイルス感染症対応の現状からみても、現在の必要病床数が妥当かどう

か検討する必要があるのではないか。 

○泉州二次医療圏においては、回復期だけでなく、急性期も必要ではないか。 

○泉州二次医療圏においては、南北での医療体制の格差が課題であるとの意見が以前

よりあるが、その点について府の考え方を示してもらいたい。 

 

【病床機能の報告基準について】 

○病床機能の報告基準を設定されたことは評価する。しかし、小児病床は救急管理加

算の算定等、府の基準となるものが診療報酬において包括算定されており、診療実

態を踏まえた評価がなされていない。診療実績を正確に把握し評価いただきたい。 

 

【回復期病床の転換にかかる課題】 

○病床機能を病院側が「回復期」に転換していたところが、府の報告基準により「急性

期」となっている。「回復期」に転換したところは、「回復期」が適当ではないか。 

○泉州二次医療圏域、特に南部においては、回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病床は充足していると

考えている。 

 

２ 病院の将来プランに対し意見のあった病院とその回答 

（１） 公立・公的病院 

●市立貝塚病院 

(意見) 急性期病床 4床を HCUとして高度急性期へ転換するとのことだが、公立病院 

として、民間病院にはできない取組みを重点的にお願いしたい。 

 

（２） その他、民間病院等 

●奥村病院 

（意見）休床病床は、慢性期での再稼働とのことだが、介護医療院への転換ということ

ではなかったのか。 

●南海トラフ等、災害時を想定した医療体制の構築も必要ではないか。 
 
３ 令和４年度病院連絡会開催後 ご意見受付シートより 

○新型コロナ患者が重症化した時には、重症病床で積極的に受け入れていただきたい。 

○サイバー攻撃を受けた時には、大阪府の支援をお願いしたい。 

○本日の連絡会の御意見や方向性を考慮し、地域のニーズに応えてまいりたい。 

資料４ 


